
農林水産技術センターのミッションと研究の方向

◎ ミッション

農林水産業の振興と健康で豊かな府民生活の実現に資するため、京都府の農林水産施策の推進を技術面から支え、①食の安全
性・信頼性確保と健康に良い食の供給を支える研究、②収益性の高い農林漁業経営を支える研究、③豊かな地域環境を守るための
研究を３つの柱とし、その成果の迅速な普及と農林水産業を支える担い手の育成支援を推進する。

各センターのミッション

農林センター 生物資源研究センター 畜産センター 海洋センター

農林産物の産地基盤強化、
ブランド力向上、企業的担い
手育成など、重要施策と連動
した技術支援を行う。
また、京野菜、京都米、酒

米、特産豆類、宇治茶、林産
物の振興に役立つ京都ならで
はの生産技術を開発する。

京野菜や酒米など栽培しや
すく、品質が良い、良食味な
ど生産者、消費者ともに評価
され、ブランド力強化につな
がるよう府独自品種の育成を
行う。
また、環境にやさしい農業
を推進するため、植物ワクチ
ンをはじめ先駆的微生物利用
技術の開発を行う。

府民への安心・安全・高品
質な畜産物提供や循環型社会
の形成、経営改善やブランド
畜産物増産を進める技術開発、
技術支援を行う。
また、担い手支援のための
技術研修、家畜とのふれあい
や体験学習を通した憩いと食
育の場の提供など、家畜と施
設を活用した畜産業振興を展
開する。

丹後の海と生物に関する調
査・研究を行い、漁業生産に
関する課題解決を担う。
また、資源管理型漁業や栽
培漁業の推進による漁業振興
に役立つ技術開発等を実施し、
府北部地域の活性化を支援す
る。関係団体とともに漁業の
即戦力となる担い手育成の支

援を行う。

・「食の安心・安全」や「環境問題」に

対する府民の関心が高い

・病害虫防除技術や家畜糞尿処理に係る

技術確立

・さらなる安心・安心な有用微生物、

天敵利用による化学農薬だけに頼らない

病害虫防除技術の開発・普及

・口蹄疫、鳥インフルエンザ等の家畜

伝染病への対応

・鶏肉による食中毒リスクの低減

現
状

課
題

・京都府の特色をいかし、ブランド品目を中
心に、生産性向上、ブランド力強化につな
がる技術開発

・ブランド品目をはじめとする府内産品の食
味や機能性など他産地と差別化できる栽培
技術の確立とエビデンスの収集
・担い手の減少・高齢化で農地が集中し、大
規模化する経営体の労働生産性の向上
・６次産業化や新商品開発、流通・販売力を強
化する技術の開発
・伝統産業に必要な広葉樹の増産
・家畜飼養管理の省力化・効率化

・多用な森林の造成・保全技術を確立
・資源循環型畜産の推進と地域活動支援
・水産資源と環境に優しく持続可能な
漁業を支える技術開発を推進
・野生鳥獣に負けない集落･農地づくり

・経営体に合わせた畜産環境保全対策
の推進
・定置網漁業に係る国際的なクロマグ
ロ資源管理に対応した漁具改良技術
の開発・普及
・地域における野生鳥獣被害や気象災
害対策の推進

① 食の安全性・信頼性確保と健康に
良い食の供給を支える研究

② 収益性の高い農林漁業経営を支え
る研究

③ 豊かな地域環境を守るための研究

・経済的・効率的な畜産環境保全技術

の確立

・資源管理による漁業推進

・野生鳥獣害被害や災害に強い地域づ

くりを支える技術の開発

・新たなブランド品目の開発や販売力の強化
・「京の米」オリジナル品種の選定と酒造好
適米の育成

・伝統産業などを振興する地域資源の持続的
利用方法の確立

・スマート技術を利用した省力化技術や生産
性向上技術の開発

・有害物質等の安全管理のための技術開発

・家畜伝染病のバイオセキュリティ強化や病気の発

生低減のための技術確立

・特産品の機能性成分を生かした高付加価値

化や品種育成

＜府民にとって必要な研究の視点＞

・府民や企業との協働で即効性のある研究・開発を加速

◎ 研究の方向


